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背景・目的

 複数のクラウドやオンプレミスの計算資源を
統一的に扱えるようにします

 利用者からの操作を簡易にし、且つ、同一環
境を容易に再現できるようにします

 アプリケーションの規模（ユーザ数、データ
量など）の変化に応じた実行環境の再構築を
容易にします

研究内容（方法・結果・公開テンプレート・利用例）

どんな研究？ 何がわかる？
 クラウドとオンプレミスの違い

 クラウド間の違い（使用機材、課金方法、他）

 アプリケーション実行に必要な資源は変動する

 利用者がこれらの違いや変動を容易に扱えるVCP
(Virtual Cloud Provider)の仕組みとその応用
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アプリケーション環境の
構築は大変

適切な計算資源を使いたい アプリケーションの規模
は変動する

これらを容易に
扱える仕組みを
提案したい！

方法： Virtual Cloud Provider (VCP)

Virtual Cloud Provider (VCP)

 仮想プライベートネットワーク（VPN）内に利用する
資源を囲い込み、仮想コントローラ（VCコントロー

ラ）から操作することで、全ての資源を統一的に
利用できる

 VCコントローラからの操作は、可読性の高いテン
プレート（JupyterNotebook）からの操作が可能

JupyterNotebookの記述例

 図表を組み合わせた説明を挿入できる

 スクリプトを組み込むことができ、ここから
実行できる

 実行結果を残すこともできる

結果
アプリケーション環境の構築は大変

一度テンプレートを作成すれば、何度でも同じ環境の再現が可能

公開テンプレートを用いれば、より容易にアプリケーション環境の構築が可能

適切な計算資源を使いたい

テンプレートからVCPを操作することで、適切な計算資源（オンプレ or クラウド）に環境の移動が可能

アプリケーションの規模は変動する

テンプレートからVCPを操作することで、計算資源の増減が可能

公開テンプレート

利用例

LMS*, OpenHPC, JupyterHub, CoursewareHub, クラウドバースティング、など

OpenHPC： OpenHPCで配布しているパッケージを利用してクラウド上にHPC環境を構築

JupyterHub： クラウド上にThe Littlest JupyterHub環境を構築

*: Learning Management System学認クラウドオンデマンド構築サービス（OCS）

詳細はこちらへ
https://cloud.gakunin.jp/ocs/
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